
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.1.4 学校における組織的な対応 

(1) 校内の支援体制  注）前段と後段を省略 

 学校生活における困難な状況の背景には、個人が抱える課題と教職員や周りの児童生徒との人

間関係や学習環境に関する課題の両面が影響しています。指導や支援だけでなく、学級全体の全

ての児童生徒への指導や支援から学級の中での個別的な指導や支援、そして、必要に応じて個別

的な場での個別的な指導や支援を階層構造で考えます。 

まず、発達障害のある児童生徒を含む全ての児童生徒を対象に学級全体での指導や支援を行い

ます。分かりやすい授業、認め合い支え合う学級集団が基盤になります。学級全体への指導や支援

だけでは不十分な場合は、学級の中で個別的な指導や配慮を工夫します。 

 

(2) 学習面、行動面、対人関係への指導・支援 

  発達障害に関する指導・支援に当たっては、２軸３類４層の支援を意識しながら、重層的に展開

することが重要です。 

学習面に困難のある児童生徒への対応は、できていないことやうまく取り組めていないことに

注目しがちになります。しかし、苦手なことに対しても意欲を高めていくためには、できているこ

とを認め、得意な面をうまく生かして指導や支援を行うことが大切になります。そのためには、強

みを活かした学習方法に変えたり、合理的配慮を用いたりして、実力を発揮し、伸ばし、評価され

る支援を考えます。失敗経験の積み重ねにより、自分にはできないなどと自己評価が低くなって

いる場合も多く見られます。個別的な指導や支援を行う際には、特別な扱いをされることが、逆に

心の痛手にならないように、プライドや自尊感情に配慮することも重要です。 

行動面については、注意や叱責だけでは改善は難しいという前提に立ち、適切な行動を増やし

ていくという視点を持つことが大切です。起きている行動だけに注目せず、きっかけになること

や行動の結果など前後関係を通して要因を分析し、対応を考えます。失敗を指摘して修正させる

対応ではなく、どういう行動をとればよいかを具体的に教え、実行できたら褒めるなどの指導を

通じて、成功により成就感や達成感が得られる経験と、それを認めてくれる望ましい人間関係が

周囲にあることが、何よりも大切です。 

対人関係では、相手の状況を考えずに発言したことがトラブルのきっかけになったり、友達か

らの何気ない一言で心が傷つき不適応につながったりするなど、思い違いや勘違いが影響するこ

ともあります。場面や状況を説明しながら、相手の気持ちや感情をどう読み取るか、コミュニケー

ションをどう取るか、ということについて、イラストやロールプレイを用いるなどして、具体的な

指導や支援を行うようにします。 

 

(3) 相談できる人や場の確保 

  発達障害のある児童生徒の場合は、不安や悩みを身近な人に伝えて理解してもらうことや、課題

解決のために援助を求めることが苦手なため、自己解決能力が育ちにくいところがあります。集団

でうまく適応できていない児童生徒の中には、こうした課題を共通に抱えている場合も多いと思

われます。児童生徒が抱えている悩みや課題を真摯に受け止め、いつでも相談できる人や場所を校

内に確保することが求められます。 

〔生徒指導提要 第13章 多様な背景を持つ児童生徒への生徒指導〕 

「学校における組織的な対応」 
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